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平成18年１月10日発行人にやさしい愛のまち　　　ＮＡＫＡＭＡ　ＣＩＴＹ

広報なかま新年号の表紙を飾ったのは、扇ヶ浦にお住まいの山本　猛
さん（昭和９年生）と千代子（昭和９年生）さんご夫妻。
前号の「干

え

支
と

家族募集」に応募いただいた戌年生まれのお二人です。
今年の抱負を聞いてみました。
「何はともあれ今年も健康に十分気をつけたいです。また新しい一年

を夫婦共に元気で明るく、ケンカをせずに仲良く暮らしたいと思います。
ふたりで旅行にも行きたいですね」と猛さん。
また、「今年は講座などにどんどん参加して活発に過ごしたいと思い

ます。あと趣味の古着リメイクもがんばりたいですね。主人と仲良く笑
顔の一年にしたいものです」と千代子さん。
仲睦まじいふたりの四十六年目の結婚記念日に撮影させていただきました。
金婚式目指して健やかに。

今今
年
も
広
報
な
か
ま
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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戌
年
コ
ラ
ム

戌
年
生
ま
れ
の
中
間
西
小
学
校
５
年
生
の
み
な
さ
ん
で
す
。

寒
さ
に
負
け
ず
、
み
ん
な
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
、

す
ば
ら
し
い
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

中間市内の年代別戌年生まれ

中間市には、今年の干支・戌年生まれの人が3,649人い
ます。 （平成17年12月1日現在・外国人含む）

明治43年生

大正11年生

昭和9年生

昭和21年生

昭和33年生

昭和45年生

昭和57年生

平成6年生
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    男5人　女人　女2525人　計人　計3030人

男9494人　女人　女211211人　計人　計305305人

男256256人                               女371371人                　計　計627627人

男270270人                                女358358人                　計　計628628人

男244244人                    　  女298298人　人　      計542542人

男255255人          　    女258258人      　計　計513513人

男271271人            　 女295295人      　計　計566566人

男228228人　人　      女210210人 　計　計438438人 

  男5人　女25人　計30人

男94人　女211人　計305人

男256人                女371人        　計627人

男270人　             女358人        　計628人

男244人          　  女298人　   計542人

男255人     　  女258人   　計513人

男271人      　 女295人   　計566人

男228人　   女210人 　計438人 

今
年
は
戌
年
で
す
。

犬
と
い
え
ば
、「
知
恵
」、「
勇

気
」、「
誠
実
」
の
代
名
詞
の
よ
う

な
動
物
。
昔
話
の
『
桃
太
郎
』
や

『
は
な
さ
か
じ
じ
い
』
に
登
場
す

る
の
も
、そ
う
い
う
犬
た
ち
で
す
。

主
人
が
亡
く
な
っ
た
後
も
毎
日
駅

前
で
待
ち
続
け
た「
忠
犬
ハ
チ
公
」

の
お
話
は
有
名
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
犬
は
昔
か
ら
、

人
間
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

っ
た
わ
け
で
す
が
、
今
で
も
、
狩

猟
犬
や
牧
羊
犬
、
盲
導
犬
や
警
察

犬
、
そ
し
て
、
災
害
が
多
い
近
年

で
は
、
災
害
救
助
犬
と
し
て
、
被

災
地
な
ど
で
活
躍
す
る
場
面
を
目

に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
妊
婦
の
帯
祝
い
に

「
戌
の
日
」
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
、

犬
は
安
産
、
多
産
の
象
徴
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
で
は
、
戌
年
に
生
ま

れ
た
人
は
ど
の
く
ら
い
か
と
い
う

と
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
現
在

の
総
務
省
に
よ
る
推
計
人
口
で

は
、
戌
年
生
ま
れ
は
九
百
八
十
三

万
人
で
、
総
人
口
の
七
・
七
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
十
二

支
の
な
か
で
十
一
番
目
、
酉と

り

年

（
九
百
四
十
三
万
人
）
に
次
ぐ
少

な
さ
で
す
。
ち
な
み
に
い
ち
ば
ん

多
い
の
は
、
丑う

し

年
の
千
百
十
七
万

人
で
す
。
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「
犬
に
論
語
」（
ど
ん
な
に
道

理
を
説
い
て
聞
か
せ
て
も
効
果
が

な
く
、
む
だ
で
あ
る
の
意
）、「
犬

の
遠
吠
え
」（
臆
病
者
が
陰
で
虚

勢
を
は
り
、
人
の
悪
口
を
言
う
こ

と
の
た
と
え
）
な
ど
、「
犬
」
が

登
場
す
る
こ
と
わ
ざ
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
犬
の
「
勇
気
」
や

「
誠
実
」
さ
を
表
す
よ
う
な
こ
と

わ
ざ
は
、
な
か
な
か
見
当
た
り
ま

せ
ん
。

い
ろ
は
ガ
ル
タ
の
一
枚
目
は
、

ご
存
じ
、「
犬
も
歩
け
ば
棒
に
当

た
る
」。
辞
書
に
よ
る
と
、「
何
か

物
事
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ

れ
だ
け
に
何
か
と
災
難
に
遭
う
こ

と
も
多
い
」、
あ
る
い
は
、「
た
と

え
才
能
や
運
が
な
く
て
も
、
何
か

や
っ
て
い
る
う
ち
に
は
、
思
い
も

よ
ら
ぬ
幸
運
に
会
う
こ
と
も
あ

る
」
と
い
う
意
味
と
も
書
か
れ
て

い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
解
釈
を
と
る
に
し
て

も
、
今
年
も
、
慎
重
な
心
配
り
の

も
と
に
、
積
極
的
な
努
力
を
惜
し

ま
ず
、
開
運
間
違
い
な
し
！
と
い

き
た
い
も
の
で
す
。

続
い
て
登
場
し
て
い
た
だ
く
の

は
、
朝
霧
に
お
住
ま
い
の
平
井
雅

子
さ
ん
（
昭
和
33
年
生
）、
千
晶
さ

ん
（
平
成
６
年
生
）
親
子
。

さ
っ
そ
く
お
二
人
に
今
年
の
抱

負
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
、
現
在
中
間
南
小
学
校
５

年
生
の
千
晶
さ
ん
、
６
年
生
に
な

る
に
あ
た
っ
て
ど
ん
な
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
今
小
学
校
で
英
語
を
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。
外
国
語
助
手
の
ラ

リ
ン
ド
ラ
先
生
が
ク
ラ
ス
に
来
る

ん
で
す
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
話

せ
ま
せ
ん
。
今
年
は
一
生
懸
命
が

ん
ば
っ
て
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
一
輪
車
で

運
動
場
を
こ
け
ず
に
五
週
回
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
お
母
さ
ん
の
雅
子
さ
ん

は
「
今
年
一
年
、
家
族
み
ん
な
が

健
康
で
、
ご
く
平
凡
で
あ
り
、
平

和
で
あ
り
、
幸
せ
な
生
活
が
送
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
に
は
、
今
年
６
年
生
、
小
学
校

生
活
最
後
の
年
と
な
る
の
で
悔
い

の
な
い
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
ね
」
と
笑
顔
で
語

っ
て
い
ま
し
た
。

お
二
人
と
も
、
仲
が
良
く
始
終

に
こ
や
か
で
、
今
年
一
年
が
よ
い

年
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
か

の
よ
う
で
し
た
。

c左から平井雅子さん、千晶さん



を
し
な
い
人
が
５
割
と
多
く
、
放
置
し
慢
性

的
に
血
液
中
の
糖
濃
度
が
高
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状
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が
続
く

と
10
〜
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年
後
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し
た
り
、
血
の
め
ぐ

り
が
悪
く
な
り
手
足
が
し
び
れ
た
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し
て
切
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と
に
な
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５
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５
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濃
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こ
と
に
な
り
ま
す
。
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Q 1

こ
の
ご
ろ
太
っ
て
き
て
ベ
ル
ト
の
穴

の
位
置
が
変
わ
っ
て
き
た

Q 2

高
脂
血
症
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る

Q 3

血
圧
が
高
い

Q 4

血
糖
が
高
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る

Q 5

お
酒
を
か
な
り
飲
む
（
ビ
ー
ル
な
ら

中
瓶
１
本
以
上
、
焼
酎
25
度
な
ら
コ

ッ
プ
７
分
目
以
上
）

Q 6

家
族
や
親
族
に
糖
尿
病
の
人
が
い
る

Q 7

タ
バ
コ
を
吸
う

Q 8

肉
類
中
心
の
食
事
で
野
菜
は
あ
ま
り

と
ら
な
い

Q 9

歩
く
こ
と
が
好
き
で
は
な
い

Q10

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い

お
へ
そ
の
周
り
を
測
っ
て
み
よ
う

男
性
な
ら
85
セ
ン
チ
、
女
性
な
ら
90
セ
ン

チ
。
こ
れ
以
上
あ
る
人
は
要
注
意
！
内
臓
に

脂
肪
が
蓄
積
し
て
い
ま
す
！

内
臓
脂
肪
は
、
女
性
よ
り
も
男
性
の
方
が

つ
き
や
す
い
と
言
わ
れ
、
皮
下
脂
肪
型
肥
満

よ
り
危
険
で
す
。

お
腹
が
ポ
ッ
コ
リ
出
て
き
た
の
は
た
だ
の

中
年
太
り
と
油
断
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

内
臓
肥
満
（
Q 1
）
に
加
え
、
高
脂
血
症

（
Q 2
）、
高
血
圧
症
（
Q 3
）、
高
血
糖
（
Q 4
）
の

い
ず
れ
か
一
つ
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
飴
が

べ
た
べ
た
と
く
っ
つ
く
よ
う
に
糖
度
の
高
い

血
液
が
流
れ
老
化
を
早
め
る
「
糖
尿
病
」
や
、

心
臓
を
養
っ
て
い
る
大
切
な
動
脈
が
詰
ま
る

「
心
筋
梗
塞
」、
脳
の
血
管
が
詰
ま
る
「
脳
梗

塞
」
に
将
来
な
り
や
す
く
、
心
疾
患
に
な
る

確
率
は
約
５
倍
、
三
つ
以
上
当
て
は
ま
る
人

で
は
約
31
倍
に
達
し
ま
す
。

人
口
の
一
割
近
く
が
糖
尿
病
か
糖
尿
病
に

な
り
や
す
い
人
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
中
間
市
に
も
４
千
８
百
人
く
ら
い

の
患
者
が
い
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
近
い
数
の
人
が
、
今
の
ま
ま
悪
い

生
活
習
慣
を
改
め
ず
、
病
状
が
進
む
ま
で
治

療
も
せ
ず
に
暮
ら
し
続
け
た
ら
ど
う
な
る
で

し
ょ
う
？

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
慎
み
改
め
な

け
れ
ば
将
来
の
中
間
市
の
医
療
費
は
伸
び
続

け
、
保
険
税
も
上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
、

高
齢
者
だ
け
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

今
や
、
悪
い
生
活
習
慣
を
続
け
て
い
る
若

者
に
も
あ
て
は
ま
る
病
気
で
す
。

糖
尿
病
は
、
初
期
症
状
が
な
い
た
め
治
療

当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
、
あ
な
た

に
か
か
る
医
療
費
が
高
く
な
る
こ
と
に
な
り
、

ひ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣
が
保
険
税

を
押
し
上
げ
る
原
因
だ
と
も
言
え
ま
す
。

を
し
な
い
人
が
５
割
と
多
く
、
放
置
し
慢
性

的
に
血
液
中
の
糖
濃
度
が
高
い
状
態
が
続
く

と
10
〜
15
年
後
に
失
明
し
た
り
、
血
の
め
ぐ

り
が
悪
く
な
り
手
足
が
し
び
れ
た
り
し
て
切

断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
腎じ
ん

臓
の
働
き
が
悪
く
な
り
、
尿
が

作
ら
れ
な
く
な
る
た
め
、
人
工
的
に
血
液
中

の
老
廃
物
を
取
り
除
く
「
人
工
透
析
」
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
透
析
に

か
か
る
費
用
は
一
人
に
つ
き
年
間
約
６
百
万

円
で
す
。

糖
尿
病
に
よ
っ
て
失
明
す
る
人
は
、
全
国

で
年
間
３
千
人
以
上
、
足
の
切
断
も
３
千
人

以
上
、
人
工
透
析
は
１
万
３
千
人
以
上
と
言

わ
れ
ま
す
。

糖
尿
病
に
か
か
り
や
す
い
体
質
（
遺
伝
）

が
あ
る
人
（
Q 6
）
や
禁
煙
で
き
な
い
人
（
Q 7
）

は
、
ま
す
ま
す
糖
尿
病
や
心
筋
梗
塞
、
脳
梗

塞
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

年
に
一
度
は

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

ど
う
か
一
人
ひ
と
り
が
、
忍
び
寄
る
糖
尿

病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
か
か
っ
て
な

次
の
項
目
の
う
ち
あ
な
た
は

い
く
つ
当
て
は
ま
り
ま
す
か
？

肥
満
の
人
は
、
そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
て
10
年
後
の
医
療
費
は
1.2
倍
、
血
圧
が
高

い
人
は
1.4
倍
、
高
血
糖
の
人
は
1.7
倍
も
高
く
な
り
ま
す
。

肥
満
・
高
血
圧
症
・
高
脂
血
症
・
高
血
糖
症
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
は
な
ん
と
3.2
倍
！

こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
予
備
軍
は
『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
』
と
呼
ば
れ
ま
す
。

40
歳
以
上
の
男
性
の
４
人
に
１
人
が
該
当
す
る
と
言
わ
れ
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

生
活
習
慣
の
見
直
し
に
よ
る
予
防
や
、
定
期
健
康
診
査
に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期

治
療
で
、
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
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●
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
…

健
康
増
進
課
国
保
医
療
係

1（
２
４
６
）
６
２
４
６

●
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
…

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

収　入収　入
4848億8,4318,431万円万円

支　出支　出
5454億2,302,307万円万円

国保税国保税
1414億830830万円万円
　　（　　（28.8328.83％）％）

保険給付費保険給付費
3232億1,6501,650万円万円
　 （59.3159.31％）％）

共同事業拠出金共同事業拠出金
6,7326,732万円（万円（1.241.24％）％）

 介護納付金介護納付金
2億3,4003,400万円万円
                        （4.314.31％）％）

保健事業費保健事業費
1,7721,772万円（万円（0.330.33％）％）

諸支出金諸支出金
11010万円（万円（0.020.02％）％）

繰上充用繰上充用
5億1,871,874万円万円
    （9.579.57％）％）

国庫支出金国庫支出金
1818億4,664,667万円万円
　　（　　（37.8137.81％）％）

老人保健拠出金老人保健拠出金
1212億7,797,796万円万円
　    （23.5723.57％）％）

繰入金繰入金
3億9,6099,609万円万円
　        （8.118.11％）％）

県支出金県支出金
1,7411,741万円万円
（0.360.36％）％）

共同事業交付金共同事業交付金
1億698698万円（万円（2.192.19％）％）

諸収入諸収入949949万円（万円（0.190.19％）％）
総務費総務費8,9738,973万円（万円（1.651.65％）％）

療養給付費療養給付費
交付金交付金
1010億988988万円万円
　（　（22.5022.50％）％）

督促手数料督促手数料
　　　　5353万円万円
　（　（0.010.01％）％）

収　入
48億8,431万円

支　出
54億2,307万円

国保税
14億830万円
　　（28.83％）

保険給付費
32億1,650万円
　 （59.31％）

共同事業拠出金
6,732万円（1.24％）

 介護納付金
2億3,400万円
            （4.31％）

保健事業費
1,772万円（0.33％）

諸支出金
110万円（0.02％）

繰上充用
5億1,874万円
  （9.57％）

国庫支出金
18億4,667万円
　　（37.81％）

老人保健拠出金
12億7,796万円
　  （23.57％）

繰入金
3億9,609万円
　    （8.11％）

県支出金
1,741万円
（0.36％）

共同事業交付金
1億698万円（2.19％）

諸収入949万円（0.19％）
総務費8,973万円（1.65％）

療養給付費
交付金
10億9,884万円
　（22.50％）

督促手数料
　　53万円
　（0.01％）

一人当たり療養諸費用額

区　分

一 般 医 療

退職者医療

老 人 医 療

平成13年度

193,673円

382,560円

929,060円

平成14年度

217,261円

359,466円

882,680円

平成15年度

236,560円

373,998円

912,068円

※資料：保険者別財政診断分析表より
（発行：国民健康保険中央会・都道府県国民健康保険団体連合会）

300,000円

350,000円

400,000円

450,000円

500,000円

平成13年度                     平成14年度                    平成15年度

467,200円 466,090円
481,710円

440,716円 432,812円 441,082円

350,153円 344,506円
363,273円

中間市

福岡県

全  国

●老人医療の増加については、平成14年10月の法改正で
老人医療受給対象者数は減少しているものの、医療費
の高騰および、一人当たりの医療機関での受診回数（重
複受診）の増加が原因と考えられます。
●一般医療の増加については、平成14年10月国民健康保
険制度の改正により75歳未満の被保険者（前期高齢者）
に対する給付も国民健康保険が担うことや、経済の低
迷により国民健康保険加入者の増加したことによるも
のと考えられます。

一人当たりの費用額（全体）の推移

●国民健康保険制度は、会社の健康保険等に加入できない
人が、いつでも安心して医療が受けられるように医療を
保障する医療保険です。あなたの収めた保険税はあなた
自身の健康と国民健康保険制度を支えています。
●国民健康保険は、国民健康保険加入被保険者の国民健
康保険税と国庫補助金等で運営さています。近年の医
療需要の増大、医療技術の高度化など､医療費は今後
も増加することが予想され、被保険者（国民健康保険
加入者）としても、応分の負担増が必要であり、多く
の保険者（市町村）では保険税の改定を行っています。

中間市の国民健康保険の状況
決算額で、収入48億8,431万円に対し、支出54億

2,307万円と累積５億3,875万円の赤字額で、単年度では、
2,001万円の赤字額です。

平成16年度国保の収入と支出

い
か
、
自
身
の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
か
ら

始
め
て
く
だ
さ
い
。

健
康
診
査
は
あ
な
た
よ
り
先
に
異
常
を
見

つ
け
て
く
れ
ま
す
。
職
場
や
学
校
で
受
け
る

機
会
が
な
い
人
は
、
中
間
市
の
行
う
基
本
健

康
診
査
（
男
性
30
歳
以
上
、
女
性
18
歳
以
上
）

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
過
去
に
病
気
の
可
能
性
を
指
摘
さ

れ
た
人
、
治
療
を
中
断
し
て
い
る
人
は
早
速

病
院
に
受
診
し
て
治
療
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

お
腹
に
溜
ま
っ
た
脂
肪
の

落
と
し
方
お
教
え
し
ま
す
！

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
糖
尿
病
予
防
の
個

別
健
康
支
援
」
や
「
か
ら
だ
年
齢
若
返
り
健

康
教
室
」、
夜
間
に
「
栄
養
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」

を
開
催
す
る
な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生

活
習
慣
改
善
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
暴
飲
暴
食
・
運
動
不
足
と
い
っ
た
悪
習

慣
を
改
善
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
あ
な

た
！
」、「
ベ
ル
ト
の
穴
を
縮
め
な
け
れ
ば
！

と
反
省
し
た
あ
な
た
！
」、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
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■新しい組織機構図（抜粋）■
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企画財政課

明るい街づくり課

行政経営改革推進室

税務課

経済振興課

社会福祉課

―

介護保険課

―

指導課

下水道課

収入役室

経営企画課

財政課

廃止しました

廃止しました

課税課

収納課

経済振興課

廃止しました

こども育成課

介護保険課

地域福祉課

指導室

下水道課

会計課

市政の総合計画や進行管理、行政改革の推進に関する業務を行います。
また、総務課で行っていた情報管理業務を経営企画課へ移管しました。
予算の編成や管理、市有財産に関する業務を行います。
明るい街づくり課が行っていた防犯業務は総務課に、交通安全業務
は管理課に、家庭児童相談業務はこども育成課に、青少年相談業務
は生涯学習課に移管しました。

行政改革に関する業務は経営企画課で行います。

税務課は、これまで総務部にありましたが、市民経済部に移管し、
課税課と収納課に分離しました。
課税課は、市税や国保税などの賦課に関する業務を行います。
市税や国保税および介護保険料の徴収業務を行います。
課名は変わりませんが、商工係と農政係を統合して商工農政係とし、
さらに企業誘致係を新設しました。

社会福祉課が行っていた母子福祉や児童手当、学童保育などの業務、
療育支援業務やアミックス、児童センターに関する業務はこども育
成課に、身体障害者や知的障害者に関する業務は介護保険課に、日
本赤十字社、旧軍人恩給や民生委員などの業務は地域福祉課に移管
しました。
上記のとおり、母子福祉などの業務や家庭児童相談業務などを行います。
課名は変わりませんが、従来実施してきた介護保険業務に加え、上
記のとおり、身体障害者や知的障害者に関する業務を行います。た
だし、介護保険料の徴収事務は収納課に移管しました。
場所はハピネスなかまになります。日本赤十字社などの業務やＮＰ
Ｏ法人（特定非営利法人）、ボランティア団体の育成支援、市民との
協働によるまちづくりに関する業務を行います。

課を廃止し室として、学校教育課に統合しました。
なお、業務内容は変更ありません。

下水道課は建設部にありましたが、水道局に移管し、水道局の名称
を上下水道局としました。なお、業務内容は変更ありません。

収入役制度を廃止し、これまで収入役が行ってきた決裁事務は助役
が行います。なお、会計課で行う業務は、旧収入役室と業務内容は
変更ありません。

※機構改革に伴って、平成18年１月10日から下水道課は別館１階で、環境保全課は別館３階で業務を行います。
※上表のほかにも係の統廃合や新設を行っています。詳しくは右の組織機構図をご覧ください。

旧課名　　　　新課名　　　　　　　　　　主な業務など
総務部

保健福祉部（部名を民生部から保健福祉部に変更しました）

教育委員会

上下水道局（局名を水道局から上下水道局に変更しました）

その他の部局

市民経済部

■具体的な変更個所は以下のとおりです（変更した部分のみ抜粋）■

問合先　経営企画課‥‥1２４６－６２７３



国
語
の
教
科
書
で
、
乙
武
洋
匡
さ
ん
の
、「
五
体

不
満
足
」
の
一
部
分
が
出
て
き
ま
し
た
。

乙
武
さ
ん
が
小
学
生
の
と
き
の
、
水
泳
の
授
業
で

の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
乙
武
さ
ん
が
、
先

生
や
友
だ
ち
と
一
緒
に
、「
ス
ー
パ
ー
ビ
ー
ト
板
」

と
い
う
の
を
作
り
、
そ
の
ビ
ー
ト
板
を
使
っ
て
25
ｍ

を
泳
ぎ
切
っ
た
と
い
う
所
が
、
と
て
も
心
に
残
り
ま

し
た
。

そ
し
て
今
回
、「
五
体
不
満
足
・
完
全
版
」（
講
談

社
文
庫
）を
読
ん
で
み
ま
し
た
。

生
ま
れ
た
と

き
の
話
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

タ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
現
在
ま

で
が
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。

乙
武
さ
ん
は
、

幼
稚
園
を
卒
園

後
、養
護
学
校
で

は
な
く
、
公
立
の
小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
先
生

や
友
だ
ち
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
山
登
り
や
水
泳
に

も
挑
戦
し
、
小
学
校
生
活
を
楽
し
ん
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
が
で
き
た
の
は
、
乙
武
さ
ん
の
周
囲
の
人
々

が
、
乙
武
さ
ん
を
障
害
者
と
し
て
扱
わ
ず
、
普
通
に

接
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

水
泳
で
25
ｍ
泳
ぎ
切
っ
た
と
き
に
は
、「
ボ
ク
の

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
、
岡
先
生
に
こ
ん
な
報
告
を
し
て

い
た
。『
ほ
ら
先
生
、
あ
そ
こ
の
オ
バ
サ
ン
た
ち
、

泣
い
て
る
よ
』
そ
の
目
は
、
い
か
に
も
不
思
議
な
も

の
を
見
る
よ
う
な
目
だ
っ
た
。
先
生
は
、
そ
の
こ
と

が
何
よ
り
も
嬉う

れ

し
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
子
ど
も
た

ち
は
、
乙
武
を
た
だ
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
し
か
見
て

い
な
い
。
そ
し
て
、
乙
武
が
25
ｍ
を
泳
ぎ
き
っ
た
こ

と
も
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
大
し
た
こ
と
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
の
仲
間
が
自
分
た
ち
と
同
じ
事
を
し
た
だ

け
と
い
う
感
覚
な
の
だ
」（
第
一
部
よ
り
）
と
い
う

様
に
、
周
囲
の
人
々
の
考
え
方
と
、
乙
武
さ
ん
の
よ

う
な
努
力
が
あ
れ
ば
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の
差
別
は

な
く
な
っ
て
い
く
と
確
信
し
ま
し
た
。

乙
武
さ
ん
は
98
年
に
、
予
備
校
時
代
の
友
だ
ち
と

ア
メ
リ
カ
に
旅
行
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ

で
は
、
人
と
す
れ
違
っ
て
も
ジ
ロ
ジ
ロ
見
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
身
体
障
害
＝
身
体
的
特
徴
」
と
い
う
こ
と
を
、

身
を
も
っ
て
実
感
で
き
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
は
、
車

椅
子

い

す

席
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
っ
て
、
障
害
者
へ

の
配
慮
が
と
て
も
行
き
届
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。最

近
で
は
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
と
い
う
言
葉
が

よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
建
物
内
の
段
差
を
無

く
し
た
り
、
車
椅
子
用
ト
イ
レ
な
ど
が
設
置
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
で
す
。

乙
武
さ
ん
の
友
だ
ち
の
よ
う
に
、
本
人
に
障
害
を

感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い
に
普
通
に
接
す
れ
ば
、
ア
メ

リ
カ
の
よ
う
に
自
然
と
配
慮
が
進
ん
で
行
き
ま
す
。

背
の
高
い
人
や
低
い
人
、
皮
ふ
の
色
が
黒
い
人
や

白
い
人
、
太
っ
て
い
る
人
や
、
や
せ
て
い
る
人
が
い

る
と
い
う
よ
う
に
、
障
害
も
そ
の
よ
う
な
個
性
の
一

つ
で
あ
り
、
互
い
に
認
め
合
う
こ
と
で
、
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
は
進
ん
で
行
く
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
瞳
に
映
る
も
の

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ「心のバリアフリー

から社会の平等を」
山本一秀さん

（中間中学校３年）

人権作文から

成
人
し
た
ば
か
り
の
あ
な
た

悪
質
業
者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

な
ら
な
い
よ
う
に
！

知
ら
な
い
人
や
日
ご
ろ
付
き
合

い
の
な
い
人
か
ら
突
然
親
し
げ
に

声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
電
話
が
あ

っ
た
り
し
た
ら
要
注
意
で
す
。

悪
質
業
者
は
ど
の
よ
う
に
、
あ

な
た
に
近
づ
い
て
く
る
の
か
、
そ

の
形
態
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

対
応
は
慎
重
に
！

■
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

あ
な
た
の
自
宅
や
職
場
に
突
然

電
話
が
か
か
り
、「
い
い
話
が
あ
る

か
ら
で
て
こ
な
い
か
」
と
販
売
目

的
は
隠
し
て
誘
い
だ
し
、
業
者
の

事
務
所
な
ど
で
高
額
な
宝
石
、
ビ

デ
オ
セ
ッ
ト
な
ど
を
契
約
さ
せ
る
。

■
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

駅
前
や
繁
華
街
で
呼
び
止
め
て

販
売
目
的
は
隠
し
て
、「
ア
ン
ケ
ー

ト
に
答
え
て
」
と
か
、「
エ
ス
テ
の

無
料
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
、
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
な
ど
に
案
内

し
、
高
額
な
化
粧
品
を
契
約
さ
せ

た
う
え
に
、
エ
ス
テ
に
通
い
始
め

る
と
、
下
着
な
ど
を
次
々
と
契
約

さ
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

■
マ
ル
チ
商
法

何
年
も
付
き
合
い
の
な
か
っ
た

同
級
生
な
ど
か
ら
突
然
電
話
で
「
ウ

マ
イ
儲も

う

け
話
が
あ
る
」
と
誘
わ
れ
、

入
会
す
る
と
高
額
な
商
品
を
契
約

さ
せ
ら
れ
た
う
え
に
、
友
人
を
紹

介
さ
せ
、
そ
の
友
人
が
契
約
す
る

と
マ
ー
ジ
ン
が
入
る
仕
組
み
。

買
っ
て
く
れ
る
人
は
な
か
な
か

な
く
、
友
人
か
ら
は
嫌
わ
れ
て
し

ま
う
。

■
こ
れ
ら
の
被
害
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
は
…

〇
あ
や
し
い
話
に
は
の
ら
な
い

〇
知
ら
な
い
人
に
突
然
誘
わ
れ
て

も
つ
い
て
い
か
な
い

〇
ラ
ク
し
て
儲
か
る
よ
う
な
お
い

し
い
話
は
な
い

〇
あ
い
ま
い
な
返
事
や
対
応
を
し

な
い
。
キ
ッ
パ
リ
断
る

●
い
っ
た
ん
結
ん
だ
契
約
を

無
条
件
で
解
除
で
き
る
制
度
が

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
で
す

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
妨
害
に
あ
っ

た
場
合
は
、
期
間
が
過
ぎ
て
も
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

〇
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

で
は
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て

か
ら
八
日
間

〇
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
は
八
日
間

〇
マ
ル
チ
商
法
は
二
十
日
間

お
問
い
合
わ
せ
は
窓
口
ま
で
。

消費生活相談窓口
1（２４６）５１１０

悪質 商法

8



■
わ
が
家
で
で
き
る
こ
と
を
実
行

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
CO2
も
減
る
■

●
な
か
ま
の
環
境
を
良
く
す
る
会

を
発
足

先
月
は
ア
ル
ミ
缶
が
10
kg
、
使

用
済
み
割
り
箸ば

し

は
木
が
９
kg
、
竹

が
12
kg
回
収
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

西
小
祭
り
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
食
品
バ
ザ

ー
で
使
用
し
た
割
り
箸
を
回
収
で

き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
市
役
所
本
館
正
面
玄
関

自
動
ド
ア
内
に
設
置
し
た
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
回
収
に
も
引
き

続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
間
市
環
境
基
本
計
画
を
市
民

の
立
場
か
ら
実
践
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め

の
市
民
環
境
会
議
と
し
て
、「
な
か

ま
の
環
境
を
良
く
す
る
会
」
が
発

足
し
ま
し
た
。
会
は
次
の
３
部
会

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

〇
第
１
部
会
…
地
球
温
暖
化
防
止

対
策

〇
第
２
部
会
…
Ｅ
Ｍ
活
用

〇
第
３
部
会
…
環
境
教
育

各
部
会
で
は
市
民
の
み
な
さ
ん

の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

私
が
、
第
１
部
会
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

参
加
者
の
み
な
さ
ん
と
の
意
見

交
換
に
よ
っ
て
、
温
暖
化
防
止
対

策
の
方
法
や
活
動
な
ど
を
取
り
ま

と
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
個
人
的
な
意
見
と
し

て
、
こ
の
コ
ラ
ム
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み

の
量
を
４
分
の
１
減
ら
せ
ば
CO2
排

出
量
を
約
６
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
で

き
る
と
い
う
試
算
に
基
づ
い
て
、

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
減
量
化
な

ど
も
実
践
活
動
の
一
つ
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

ほ
か
の
部
会
と
も
協
力
、
連
携

し
な
が
ら
、
温
暖
化
防
止
の
意
識

付
け
や
、
環
境
意
識
の
向
上
、
Ｅ

Ｍ
活
性
液
の
普
及
に
つ
な
げ
て
、

中
間
市
の
環
境
を
よ
く
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
希
望
と
し
ま
し
て
は
、
会

へ
の
参
加
者
に
限
ら
ず
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
生
ご
み
処
理
や
Ｅ
Ｍ
を
使
っ

た
生
ご
み
の
堆
肥

た

い

ひ

化
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
人
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
ご
み
拾
い
な
ど
を
し
て

い
る
人
の
お
話
も
ぜ
ひ
お
聞
き
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
⑨

福
岡
県
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
委
員

佐
藤
正
純
さ
ん

1
０
９
０（
３
６
０
６
）

６
２
９
６

9

●
日
　
　
時

１
月
21
日
（
土
）
・

午
前
11
時
〜

※
渡
り
初
め
は
、
11
時
30
分
ご
ろ
か

ら
行
い
ま
す
。

●
場
　
　
所

遠
賀
橋
片
側
車
道

●
内
　
　
容

〇
福
岡
県
知
事
、
県
議
会
議
員
、
中

間
市
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

〇
渡
り
初
め

※
車
で
お
越
し
の
人
は
、
市
役
所

前
・
遠
賀
川
河
川
敷
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
問

合

先

経
営
企
画
課

1（
２
４
６
）
６
２
３
４

遠遠
賀賀
橋橋
のの
渡渡
りり
初初
めめ
を
し
ま
せ
ん
か

中中中
間間
市市
のの
東東
西西
をを
結結
ぶぶ
遠遠
賀賀
橋橋
（（
福福
岡岡
県県
施施
工工
））
がが
いい
よよ
いい
よよ
完完
成成
でで
すす
。。

ここ
れれ
をを
記記
念念
しし
てて
、、
遠遠
賀賀
橋橋
開開
通通
式式
がが
開開
催催
ささ
れれ
まま
すす
。。
市市
民民
のの
みみ
なな
ささ

んん
もも
、、
完完
成成
しし
たた
遠遠
賀賀
橋橋
のの
渡渡
りり
初初
めめ
をを
しし
まま
せせ
んん
かか
。。

木造の旧遠賀橋（大正10年ごろ）

旧遠賀橋（平成６年８月撮影） 平成18年１月21日全面開通予定の遠賀橋

「
遠
賀
橋
の
歩
み
展
」
を
開
催

遠
賀
橋
の
開
通
式
に
あ
わ
せ
て

新
・
旧
遠
賀
橋
を
中
心
と
し
た
写

真
展
を
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
な
つ
か
し
い
遠
賀

橋
を
ご
覧
に
な
り
、
昔
を
思
い
出

し
ま
せ
ん
か
。

●
期
　
　
間

１
月
13
日
（
金
）
〜

31
日
（
火
）

●
場
　
　
所

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

に
展
示

●
問

合

先

生
涯
学
習
課

1（
２
４
６
）
６
２
２
４
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中間市消防署で12月15日、第16回中間市幼年消防クラ
ブ大会が行われました。
大会では、幼年消防クラブ加盟の保育園、幼稚園の園児

が集まり、まといを掲げ、大きな声で「火遊びはしません」
と防火を誓っていました。
また、消防署救助隊員が防火をテーマにしたヒーロー

劇を披露。園児たちは、隊員の勇姿を食い入るように見
入って、『火遊びは悪いこと』と学んでいました。

ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち

火
遊
び
な
ん
て
し
な
い
よ
！

第
16
回
中
間
市
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
大
会



英語による表現力などを
競いあうスピーチコンテス
トが初めて中間北中学校３
年生を対象に開かれました。

11月17日　スピーチ
コンテスト盛大に開催

「心はどう育っていくのか」
をテーマに第一福祉大学教授
竹下研三さんが講演。参加者は
熱心にメモを取っていました。

11月24日　中央公民
館で子育て講演会開催

身近なところから人権を
考えてみようと呼びかける人
権意識の啓発・向上のビラを
ショッパーズモールで配布。

12月８日　人権週間街
頭啓発

大空に舞う凧
たこ

を作るため
親子が奮闘！

親子凧づくり教室

12月11日体育文化センターで、中間市子ども
会育成連絡協議会主催の親子凧づくり教室が、
中間雲竜凧保存会の協賛で行われました。
毎年恒例となったこの取り組み。主催者の熱

心な指導のもと凧づくり初心者の親子が、悪戦
苦闘しつつも慣れない竹組みや糸張りに真剣な
表情でチャレンジしていました。
完成した凧を手に大はしゃぎする子どもたち

の姿に、お父さん、お母さんたちもホッと胸を
なでおろしていました。

ホールに響き渡る
楽しい歌声

ひろげよううたのわ

11月23日、市内の合唱団５団体が一同に集まり、
ひろげよううたのわ～心をつなぐ秋色コンサート～
が、なかまハーモニーホールで開催されました。
会場には100人を超える観客が集まり、ステージ

最後には舞台と観客席が一体となって、「もみじ」
などを歌い、みんなで合唱を楽しんでいました。

11

みんなで教育を見つめよう
「心の教育」を地域とともに
道徳の授業を地域住民に公開…心のノートを使って

中間小学校で12月９日、地域の住民に授業を
公開する学校授業参観が開かれました。
これは「心の教育」の一環として初めて行わ

れたもの。参加者は、これからの社会を担う子
どもたちを見守る家庭と地域の目として、熱心
に授業を見学していました。



●
対
象
児

平
成
17
年
９
月
19
日
か

ら
平
成
17
年
10
月
８
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

●
日
　
時

２
月
８
日
（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

身
体
計
測
・
問
診
・
診
察
・

育
児
相
談
・
母
乳
と
ミ
ル
ク
の
話

●
対
象
児

平
成
17
年
５
月
22
日
か

ら
平
成
17
年
６
月
24
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

●
日
　
時

２
月
１
日
（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

身
体
計
測
・
問
診
・
診

察
・
育
児
相
談
・
離
乳
食
相

談
・
歯
科
指
導

●
対
象
児

平
成
16
年
７
月
20
日
か

ら
平
成
16
年
８
月
20
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

●
日
　
時

２
月
15
日
（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容
　
問
診
・
身
体
計
測
・
診

察
・
歯
科
健
診
・
育
児
相
談
・
言

語
、
心
理
発
達
相
談
・
栄
養
相
談

・
歯
科
指
導

●
対
象
児

平
成
15
年
１
月
31
日
か

ら
平
成
15
年
３
月
３
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

●
日
　
時

２
月
22
日
（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

尿
検
査
・
問
診
・
フ
ォ
ト

ス
ク
リ
ナ
ー
検
査（
目
の
写
真
）・
身

体
計
測
・
診
察
・
歯
科
健
診
・
育

児
相
談
・
言
語
、
心
理
発
達
相
談
・

栄
養
相
談
・
歯
科
指
導

●
日
　
時

〇
２
月
16
日（
木
）・
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

※
妊
娠
届
出
書
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
午
後
３
時
〜
４
時
「
赤
ち
ゃ
ん
の

育
て
方
」
と
い
う
内
容
で
母
親
学

級
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者
　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

●
内
　
容

血
圧
測
定
・
健
康
相
談
・

尿
検
査

※
体
内
脂
肪
率
測
定
を
行
い
ま
す
。

保
健
ガ
イ
ド

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

母
子
健
康
手
帳
交
付

１
歳
６
ヵ
月
児
健
診

３
歳
児
健
診

７
ヵ
月
児
健
診

４
ヵ
月
児
健
診

健
康
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

だ

よ

り

12

時
　
間

月
　
日

場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

２
月
24
日（
金
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

元元
気気
でで
いい
きき
いい
きき
、、
健健
康康
生生
活活
をを
めめ
ざざ
そそ
うう
！！

高
齢
者
の
増
加
と
と
も
に
、
介
護
が
必
要
と
な
り
介
護
保
険
を

利
用
す
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
転
倒
に
よ
る
骨

折
で
寝
た
き
り
に
な
る
人
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
運
動
や
身
体
能
力
が
低
下
し
、
特
に
筋

力
の
低
下
に
よ
り
、
身
体
の
移
動
や
動
作
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

ず
、
転
倒
や
骨
折
を
起
こ
し
や
す
い
状
況
に
な
り
ま
す
。

●
転
倒
を
予
防
し
、
健
や
か
に
人
生
を
送
る
た
め
に
は
…

〇
室
内
の
安
全
対
策
、
整
理
整
頓
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

〇
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
、
体
力
と
筋
力
ア
ッ
プ
・
バ
ラ
ン
ス

強
化
を
行
い
ま
し
ょ
う

「
健
脚
い
き
い
き
教
室
」
を
開
催

転
倒
予
防
の
必
要
性
や
貯
筋
に

つ
い
て
実
技
も
含
め
学
び
ま
す
。

●
対
　
　
象

65
歳
未
満
の
健
康

づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
人

※
全
日
程
に
参
加
可
能
な
人
。

※
現
在
治
療
中
の
病
気
が
あ
る
人

は
、
医
師
の
許
可
の
あ
る
人
。

●
日
程
お
よ
び
内
容

〇
２
月
14
日
（
火
）「
転
倒
予
防
の

必
要
性
」

〇
２
月
21
日
（
火
）「
転
ば
な
い
た

め
の
総
点
検
」

〇
２
月
28
日
（
火
）「
貯
筋
し
ま
し

ょ
う
！
健
脚
の
た
め
に
①
」

〇
３
月
７
日
（
火
）「
貯
筋
し
ま
し

ょ
う
！
健
脚
の
た
め
に
②
」

〇
３
月
14
日
（
火
）「
貯
筋
し
ま
し

ょ
う
！
健
脚
の
た
め
に
③
」

●
講
　
　
師
　
２
月
14
日
は
理
学

療
法
士
、
２
月
21
日
、
28
日
、

３
月
７
日
、
14
日
は
健
康
運
動

指
導
士
が
担
当
し
ま
す

●
時
　
　
間

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
　
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
定
　
　
員

25
人

●
参

加

費

800
円
（
保
険
料
）

●
申
込
締
切

１
月
31
日
（
火
）

●
申
込
・
問
合
先

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１



13

納
税
者
の
み
な
さ
ん
の
利
便
を
図
る
た
め
に
、
還
付
申
告
相
談
会
場
を
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
還
付
申
告
書
の
記
載
方
法
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
「
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
申
告
の
相
談
は
「
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
」
で
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

税
務
署
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
給
与
所
得
者
で
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
・
医
療
費
控

除
な
ど
の
還
付
を
受
け
る
人

や
平
成
17
年
の
途
中
で
退
職

し
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い

な
い
人

②
年
金
所
得
者
で
、
源
泉
徴
収

さ
れ
た
税
金
の
還
付
を
受
け

る
人
な
ど

※
次
に
該
当
す
る
人
は
、
遠
賀

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の

相
談
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

〇
事
業
を
営
む
人

〇
生
命
保
険
な
ど
の
営
業
職
員

〇
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

〇
贈
与
税
の
申
告
お
よ
び
不
動

産
ま
た
は
株
式
な
ど
の
譲
渡
所

得
が
あ
る
人

〇
原
稿
料
、
報
酬
な
ど
の
収
入

が
あ
る
人

遠賀コミュニティセンター
（相談会場）

（遠賀総合運動公園）

グラウンド

勤労者体育
センター

消防署
遠賀町
　役場

至折尾→

遠
賀
川

↑
至
芦
屋

旧国道3号線

国
道
３
号
線

  Ｊ  Ｒ
遠賀川駅

  ＪＲ
水巻駅

←至岡垣

中間大橋

■
還
付
申
告
の

相
談
が
で
き
る
人
■

●
会
　
　
場

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
遠
賀
町
広
渡
23
‐
６
）

●
期
　
　
間

１
月
26
日
（
木
）
〜
２
月
３

日
（
金
）
・
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
２
月
１
日

（
水
）
は
、
休
み
で
す
。

※
初
日
は
、
た
い
へ
ん
混
雑

し
て
、
お
待
た
せ
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

確
定
申
告
会
場
は
…

ベ
イ
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
若
松
で
す

●
場
　
　
所

ベ
イ
サ
イ
ド
プ

ラ
ザ
若
松
３
階
（
サ
ン
リ
ブ

若
松
隣
り
）

●
開
設
期
間

１
月
23
日（
月
）

〜
３
月
31
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
開

設
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
２
月

19
日
お
よ
び
２
月
26
日
の
日

曜
日
は
開
設
し
ま
す
）

※
平
成
17
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
３

月
15
日
（
水
）
で
す
。

※
平
成
17
年
分
の
消
費
税
の
確

定
申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
３

月
31
日
（
金
）
で
す
。

●
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午

後
４
時

※
前
記
期
間
は
、
若
松
税
務
署

内
に
は
確
定
申
告
の
会
場
は
準

備
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
な
お
、
中
間
市
役
所
で
の
申

告
相
談
は
、
例
年
ど
お
り
行
い

ま
す
。

■
税
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

●
若
松
税
務
署
代
表
1（
７
６
１
）
２
５
３
６

○
所
得
税
…
個
人
課
税
第
一
部
門
1（
７
６
１
）
２
５
３
７

○
譲
渡
所
得
・
贈
与
税
…
個
人
課
税
第
三
部
門
1（
７
６
１
）
２
５
３
９

●
中
間
市
課
税
課
1（
２
４
６
）
６
２
３
８

若松中央
　小学校

若松税務署

国道199号線 若
松
駅JR筑豊本線

至戸畑【若戸大橋】

若
松
市
民
会
館

サ
ン
リ
ブ
若
松

ベイサイドプラザ若松

確定申告
相談会場（3階）

※若松駅で下車し、相談会場まで、徒歩５分です。
※駐車場に限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。



初初
はつ

謡謡
うたい

会会
かい

を行いますを行います
中間市謡曲連盟では、謡曲、素謡、仕舞、

狂言の合同初謡会を行います。
みなさんのご来場をお待ちしています。

●日　時 ２月12日（日）・午前９時～午
後５時

●場　所 中央公民館　講堂
●問合先 柴田宅1（２４５）２０６４

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
で
つ
く
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン
ガ
、
エ
ッ
セ
イ
、
お
知
ら
せ
な

ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
作
品
と
し
、
住
所
、
氏
名

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
は
別
途
明
記
）、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、『
〒
８
０
９
‐
８
５
０
１
中
間
市
秘

書
課
広
報
広
聴
係
』
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

北九州市や直方市、行橋市、豊前市、遠賀郡、鞍手郡、
京都郡（苅田町は除く）、築上郡の図書館も利用できます。
詳しくはおたずねください。
●問合先 市民図書館1（２４５）４６６４

役に立つ豆知識 黒や紺など、色あせてしまった木綿は酢ですすいで干すと、鮮やかな色に蘇る。

脳梗塞はこうして防ぐ、治す
高木　誠・監修

高齢化などにより、
増え続ける脳梗塞の患者
数。危険なサインを見逃
さず、すばやい治療に結
びつけるための正しい知
識、さらには発症後の生
活法まで詳しく解説。
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70歳以上の人募集中！
生後６ヵ月～５歳のお子さん募集中！

「わが家のすこやかちゃん」、「老い方上手な達人たち」欄で

は、元気なお子さん（生後６ヵ月～５歳）、70歳以上でスポーツ
や趣味をもち、元気はつらつと暮している人を掲載します。
広報紙デビューのチャンスです。ぜひふるってご応募ください。

●ご希望の人は ① 写真 ② 名前 ③ 生年月日 ④ 応募者の名
前・続柄 ⑤ 住所 ⑥ 電話番号 ⑦ 紹介文（50字～70字程度）
⑧ 趣味・スポーツ（70歳以上の人のみ⑧を書いてくださ
い。）を添えてお送りください。
●応募・問合先 中間市秘書課広報広聴係（〒８０

９‐８５０１）1（２４６）６２７１

陶陶
芸芸
教教
室室
会会
員員
募募
集集
中中
！！

初
心
者
大
歓
迎
！
手
作
り
の
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
で
、

楽
し
い
お
茶
の
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時

毎
週
水
曜
日
・
午
後
５
時
30
分
〜

８
時
30
分

●
場
　
所

中
間
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
会
　
費

月
四
千
円
（
材
料
費
込
み
）

●
問
合
先

あ
が
の
陶
友
会
・
棚
町
携
帯

1
０
９
０
（
７
４
５
７
）
８
２
０
１

12月２日、下大隈に古くから伝わる
伝統芸能の里踊りが、ＮＨＫテレビで
紹介されました。

底井野にある月瀬八幡宮で毎年恒例
の恵比寿祭りが、12月３日に行われま
した。みなさん掛け声とともにふとこ
ろに福を招いていました。

ここんんななここととががここののままちちでであありりままししたた



★なまえ　ハチちゃん
（メス・２歳）

★飼い主 宗さん
（中鶴一丁目）

「お母さんはナナ、妹は
キュウ、私はハチです」

戌年のモデルとして、３ページ
下にも掲載しています。

だいじょうぶだよ、ゾウさん

今月のオススメ図書

ローレンス・ブルギニョン・作
年老いたゾウは、自分の死

期を悟ります。最初は、それを
受け入れられなかった幼いねず
みですが、弱っていくゾウの世
話をするうちに…。死にゆく者
へ残された者は何ができるかを
語る、心あたたまる絵本。

向　田
む こ う だ

晴
はる

葵
き

ちゃん

平成17年５月11日生（星ヶ丘）

お兄ちゃん大好きのハ
ルくん。これからも笑顔
で元気に育ってね。

向　田
む こ う だ

和
かず

豊
と

ちゃん

平成15年４月７日生（星ヶ丘）

弟思いの優しいカズく
ん。二人いつまでも仲良
く大きくなーれ。
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2006年、明けましておめでと
うございます。これまで日本で、
私は本当にすばらしい経験をして
幸運でした。春は桜の花が溢れん
ばかりで、かぐわしい花の香りが
空中に漂っていました。桜の木の
下の花見は記憶に残る光景でし

た。しかし、夏は暑く、むしむししていました。私は、
「お盆」のような夏の行事を経験することができました。
また、中間、小倉、門司港で花火を見物しました。それ
は、忘れられない経験でした。夏、私は食べ過ぎて、冬
のために余分の体重を身につけてしまいました。秋は、
多くの黄金色と穏やかな季節が、私の目を楽しませてく
れました。
オーストラリアでも、日本で経験するような四季があ

ります。オーストラリアですべての人が楽しむ季節は、
クリスマスと新年です。
ご承知のとおり、今はオーストラリアは夏です。この

季節には、人々はクリケットをしたり、バーベキューを
したりするような多くの戸外活動をします。夏、私は友
だちと一緒にシドニーに行ったりもします。ボンディビ
ーチの青い海で泳いだ後、海岸に座ってフィッシュアン
ドチップスを食べます。オーストラリアの夏は暑く、乾
燥しています。日中の気温は時には四十度にもなります。
時々私は、ブリスベンの従兄弟の家を訪問します。キャ
ンベラから1300キロ離れています。時には私たちは車
を止めて、２日かけてドライブします。しかし、たいて
い、ブリスベンまでノンストップで１日中運転します。
一人が400キロ運転して17時間かけて行きます。そこ
で、クリスマスと新年を祝うのです。両親が料理をし、
パーティの準備をしている間、子どもたちは遊んでいま
す。私たちはみんな、新年を歓迎するために新年になっ
た直後にミルクご飯とお菓子を食べます。
新年のパーティは１年中で私の最も好きな時間です。

私たち全員が来るべき新しい年を祝福し、前の年に私た
ちが成し遂げたことに対して感謝します。私は、例年去
年成し遂げたことを評価し、今年はもっとそれ以上のも
のを達成する計画を立てます。
今年の正月、私は本当に母国のオーストラリアにいる

家族や友人を恋しく思っています。しかし、日本にいる
私の親しい友人たちと一緒に楽しく過ごしています。
中間市のすべての人々が新しい年を迎えて、繁栄し幸

せでありますよう祈念します。みなさんが家族や友人と
開くパーティに災いがなく、そして世界中の人々が以前
よりもっと幸福に生活できるよう祈念します。
Take  care  and  good  luck!

新年に当たって
外国語指導助手として市内の中学校で英

語の授業を行っている、ラリンドラさんの
エッセイです。
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おすすめ料理

作作り方

チンゲン菜とえびのスープご飯

①えびは背わたを取り、１cm幅
に切る。チンゲン菜の葉は４
cm長さに切り、茎は縦４～６
つ割りにする。きくらげは水
にもどし、石づきを取る。
②鍋にサラダ油を熱し、しょう
が、種を取った赤唐辛子、え
び、チンゲン菜の茎を炒め、
スープを加えて煮立てる。
③②のアクを取り、きくらげ
とチンゲン菜の葉を入れ、
弱火で３～４分煮る。塩、
こしょう、しょうゆで調味
し、水解き片栗粉でとろみ
をつける。

④器にご飯を盛り、③をかける。

中間市食生活改善推進会（緑の会）

材　料　２人分
ご飯…………………300g
むきえび……………100g
チンゲン菜………大１株
きくらげ、しょうがのせん切り…各少々
サラダ油………大さじ１
赤唐辛子……………１本
中華スープ……３カップ
塩………………小さじ1/3
こしょう……………少々
しょうゆ………小さじ１
水溶き片栗粉………適量

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
、
あ
な
た

の
人
権
。
生
活
上
の
問
題
や
悩
み

ご
と
な
ど
、
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
　
　
時

２
月
８
日
（
水
）
・

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
　
所

人
権
の
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
（
市
民
図
書
館
横
）

●
相
談
内
容

高
齢
者
・
障
害
者
・

家
庭
・
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど

の
人
権
問
題

●
問

合

先

人
権
の
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー

1（
２
４
５
）
３
５
１
１

●
日
　
　
時

２
月
14
日
（
火
）、
15

日
（
水
）、
16
日
（
木
）、
20
日

（
月
）、
21
日
（
火
）、
22
日
（
水
）
・

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
２
月

16
日
と
22
日
は
午
前
９
時
〜
11

時
30
分
）

●
会
　
　
場
　
（
杜
）
中
間
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
上
底
井

野
字
中
ノ
谷
59
番
地
の
１
）

●
申
込
期
間

１
月
11
日
（
水
）
〜

31
日
（
火
）

●
対

象

者

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
お
よ
び
55
歳
か
ら
69

歳
ま
で
の
仕
事
を
お
探
し
の
人

（
全
日
程
受
講
で
き
る
人
）

●
定
　
　
員

20
人

●
受

講

料

無
料

●
申
込
方
法

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
申
込

●
申
込
・
間
合
先

（
社
）
中
間
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
４
５
２
８

人
権
相
談
所
を
特
設

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

受
講
生
を
募
集

～お済みでしょうか～
償却資産の申申告告
償却資産とは、個人や法人で工場や商店などを経営

している人や、駐車場やアパートなどを貸し付けてい
る人が、その事業のために用いている構築物、機械、器
具・備品などで減価償却の対象となるものをいいます。
償却資産は、土地や家屋と同じように、固定資産税

の課税対象となります。
償却資産の申告は、前年と比べて資産に異動のない

場合でも、その旨提出していただくことになっていま
すので、提出期限までに申告をお願いします。
まだ申告していない人で、申告書を紛失・破損した

人や、申告書が手元に届いていない人は、課税課資産
税係までご連絡ください。
また、すでに申告し、その内容に変更のある人は、

修正申告をしてください。
●提出期限 １月31日（火）
●問 合 先 課税課資産税係1（２４６）６２７４

市営住宅の入居者を募集
●新築募集団地（戸数・間取）・家賃
〇土手ノ内公営住宅（３階２戸・２DK）24,600～
60,500円／月、有料駐車場3,150円／月（水洗トイ
レ・給湯器・浴槽・エレベーター付）
●空家募集団地（戸数・間取）・家賃
〇深坂改良住宅（４階１戸・３DK）15,000～33,800円
／月（水洗トイレ・風呂釜・浴槽付）

●入居指定日 平成18年４月１日
●入居資格
〇中間市内に居住、または勤務している人で、収
入が一定額以下であること
〇現在、税金などの滞納がない人
〇過去に市営住宅家賃などの滞納がない人
※入居の際は連帯保証人が必要です。詳しくは、
お問い合わせください。
●募集期間および配布場所
２月１日（水）～９日（木）・午前８時30分～午後
５時（閉庁日を除く）・都市整備課（別館２階）
●抽選日・会場・時間
２月20日（月）・市役所別館地階・会議室
〇土手ノ内公営住宅（135号室）・午前９時30分
〇土手ノ内公営住宅（136号室）・午前11時
〇深坂改良住宅（142号室）・午後１時30分
※抽選は、号室ごとに抽選します。
※当選しなかった人は、入居辞退などによりあっ
旋が可能になれば連絡します。
●申込・問合先 都市整備課建築住宅係
1（２４６）６２６０
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平
成
18
年
４
月
か
ら
介
護
保
険

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
中
間
市
が
指
定

す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

お
よ
び
介
護
予
防
事
業
の
事
業
者

指
定
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
　
　
時

２
月
15
日
（
水
）
・

午
後
１
時
30
分

●
場
　
　
所

市
役
所
別
館
地
階
・

会
議
室

●
問

合

先

介
護
保
険
課

1（
２
４
６
）
６
２
４
３

経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど
も
を

小
・
中
学
校
に
通
学
さ
せ
る
こ
と

が
困
難
な
保
護
者
に
対
し
、
学
用

品
費
、
学
校
給
食
費
、
修
学
旅
行

費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

継
続
希
望
の
人
も
必
ず
手
続
き

が
必
要
で
す
。

●
対
　
　
象

〇
生
活
保
護
が
廃
止
や
停
止
さ
れ

た
が
、
な
お
経
済
的
に
非
常
に

困
っ
て
い
る
世
帯

〇
平
成
17
年
度
の
市
民
税
に
つ
い

て
、
世
帯
全
員
が
非
課
税
の
世
帯

〇
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
世
帯

〇
そ
の
ほ
か
の
事
情
で
、
生
活
状

態
が
非
常
に
悪
く
、
困
っ
て
い

る
世
帯

●
申
請
方
法

各
小
・
中
学
校
ま

た
は
教
育
委
員
会
に
備
え
付
け

の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
随

時
受
付
）

●
持
っ
て
く
る
も
の

世
帯
の
中
で
収
入
が
あ
る
人
全

員
の
平
成
17
年
度
市
民
税
（
非

課
税
）
証
明
書
な
ど

※
平
成
17
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

中
間
市
に
居
住
し
、
平
成
17
年
度

の
市
民
税
の
申
告
を
し
て
い
る
人

は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
継
続
希
望
の
人
は
、
市
か
ら
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
２
月
末

ま
で
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
１
年
生
は
、
入
学
時
以
降
４

月
末
ま
で
に
、
申
請
が
必
要
で
す
。

●
申
請
・
問
合
先

各
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
（
市

役
所
３
階
）

1（
２
４
６
）
６
２
２
２

自
分
の
自
己
表
現
の
あ
り
方
を

振
り
返
り
、
言
い
た
い
こ
と
を
我

慢
せ
ず
に
、
相
手
の
こ
と
も
大
切

に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
日
　
　
時

２
月
８
日
（
水
）、
15

日
（
水
）、
22
日
（
水
）
・
全
３
回

・
午
後
１
時
〜
３
時

●
会
　
　
場

中
央
公
民
館
・
視
聴

覚
室

●
定
　
　
員

20
人

●
受

講

料

無
　
料

●
講
　
　
師

冨
永
明
子
さ
ん
（
フ

ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
）

●
申
込
方
法

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
電
話
ま
た
は
公
民
館
窓
口

で
、
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

申
込

●
申
込
締
切

１
月
31
日
（
火
）

●
申
込
・
問
合
先

中
央
公
民
館

（
〒
８
０
９
‐
０
０
１
４
蓮
花
寺

三
丁
目
１
‐
１
）

1（
２
４
６
）
２
３
２
１

5（
２
４
６
）
０
２
７
７

日
本
下
水
道
協
会
福
岡
支
部
か

ら
試
験
合
格
者
に
送
付
し
て
い
る

市
・
町
登
録
申
請
期
間
受
付
表
で

確
認
の
う
え
、
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
し
な
い
場
合
、「
試
験
合
格

資
格
」
が
無
効
と
な
り
ま
す
。

「
中
間
市
排
水
設
備
指
定
工
事

店
」
の
登
録
に
は
、
中
間
市
で
の

責
任
技
術
者
登
録
が
必
要
で
す
。

●
登
録
用
紙
の
配
布

２
月
６
日

（
月
）
か
ら
、
下
水
道
課
窓
口
で

配
布
し
ま
す

●
受
付
期
間

２
月
13
日
（
月
）
〜

２
月
24
日
（
金
）

●
受
付
場
所

下
水
道
課
（
市
役
所

別
館
１
階
）

●
問

合

先

下
水
道
課

1（
２
４
６
）
６
２
５
６

幼
児
部

●
対
　
　
象

平
成
14
年
４
月
２
日

〜
平
成
15
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
視
覚
障
害
の
あ
る
幼
児

●
検
査
内
容

面
接
な
ど

●
募
集
人
数

若
干
名

高
等
部
（
専
攻
科
理
療
科
）

あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、

は
り
師
、
き
ゅ
う
師
の
資
格
取
得

を
目
指
し
ま
す
。

●
対
　
　
象

高
校
卒
業
以
上
（
卒

業
見
込
を
含
む
）
の
人

●
検
査
内
容

学
力
検
査
、
機
能
検

査
な
ど

●
募
集
人
数

10
人

い
ず
れ
も

●
申
込
期
間

２
月
１
日
（
水
）
〜

14
日
（
火
）

●
入
学
検
査

３
月
７
日
（
火
）

●
問

合

先

福
岡
県
立
北
九
州

盲
学
校

1（
６
５
１
）
５
４
１
９

幼
児
・
生
徒
を
募
集

福
岡
県
立
北
九
州
盲
学
校

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予
防
事
業
の

事
業
者
指
定
説
明
会
を
開
催

香
典
返
し
　
　
　
　
　
　
敬
称
略

〇
小
　
林
　
勇
　
次
（
中
央
一
丁
目
）

〇
牧
　
野
　
ヨ
シ
子
（
砂
山
）

〇
小
　
川
　
　
　
博
（
池
田
二
丁
目
）

〇
林
　
添
　
信
　
子
（
岩
瀬
一
丁
目
）

〇
宮
　
坂
　
文
　
子
（
通
谷
一
丁
目
）

〇
竹
　
中
　
一
　
郎
（
中
央
一
丁
目
）

〇
下
　
村
　
天
　
成
（
垣
生
）

〇
梅
　
田
　
忠
　
詩
（
土
手
ノ
内
三
丁
目
）

〇
勝
　
原
　
道
　
子
（
岩
瀬
二
丁
目
）

〇
中
　
村
　
恵
美
子
（
中
間
三
丁
目
）

〇
石
　
田
　
正
　
治
（
太
賀
一
丁
目
）

〇
石
　
井
　
英
　
機
（
長
津
一
丁
目
）

〇
中
　
島
　
美
和
子
（
上
底
井
野
）

〇
岩
　
下
　
正
　
己
（
通
谷
一
丁
目
）

篤
志
寄
付

〇
中
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
祭
収
益
金

〇
リ
サ
イ
ク
ル
ク
ラ
ブ

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
販
売
収
益
金

〇
移
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
悟
空
の
会

中
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

有
料
広
告
欄

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

登
録
を
受
け
付
け
ま
す

就
学
援
助
の
申
請
を
受
付

自
己
表
現
講
座
を
開
催



こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
俳
句
、
川
柳
、
短
歌

や
季
節
を
感
じ
さ
せ
る
写
真（
市
内
で
撮
影
さ

れ
た
も
の
）
の
投
稿
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

投
稿
は
１
作
品
ご
と
で
、
住
所
、
氏
名（
ペ

ン
ネ
ー
ム
希
望
は
別
途
明
記
）、
電
話
番
号
、

写
真
の
場
合
は
コ
メ
ン
ト
を
記
入
の
う
え
、

『
〒
８
０
９
‐
８
５
０
１
中
間
市
秘
書
課
広
報

広
聴
係
』
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

c冬の訪れを知らせるさざんか（中間小学校にて）
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歳歳 時　時　記記

投
票
所
出
で
来
て
仰
ぐ
あ
し
た
か
ら
何
か
が
よ
く
な
る
や
う
な
夕
焼
け

八
幡
西
区
　
　
　
　
草草
　
村
　
勝
　
子

夕
さ
れ
ば
す
る
こ
と
も
な
き
病
室
に
配
膳
車
の
音
ひ
た
す
ら
待
て
り

八
幡
西
区
　
　
　
　
立立
　
花
　
　
　
勲

異
性
を
も
言
葉
巧
み
に
口
説
く
ら
ん
　
政
治
討
論
の
面
々
な
れ
ば

戸
畑
区
　
　
　
　
　
中中
　
井
　
　
　
稔

四
十
年
経
し
糠ぬ

か

床
に
漬
け
ん
と
て
今
朝
採
り
し
若
き
茄
子
の
皮
む
く

鞍
手
町
　
　
　
　
　
岡岡
　
崎
　
登
代
子

名
月
は
わ
が
家
の
上
に
と
ど
ま
り
て
今
宵
ふ
た
り
の
暮
し
を
照
ら
す

戸
畑
区
　
　
　
　
　
竹竹
　
内
　
悦
　
子

娘
よ
り
『
月
が
綺
麗
よ
』
と
電
話
あ
り
離
れ
ば
な
れ
に
同
じ
月
見
る

通
谷
一
丁
目
　
　
　
岡岡
　
田
　
ヤ
　
ヨ

中
間
市
ぶ
ん
れ
ん
文
化
祭

中
間
市
歌
人
協
会
短
歌
大
会
・
入
選
作
品



そそ
れ
か
ら
の
公
園
怖こ

わ

く
遊
べ
な
い

通
谷
一
丁
目
　
　
　
田
　
中
　
の
ぶ
こ

かか
ら
っ
ぽ
の
心
に
と
け
る
あ
の
ね
の
ね

岩
瀬
西
町
　
　
　
　
岩
　
崎
　
か
ず
こ

青青
か
ら
黄
ミ
カ
ン
が
冬
を
連
れ
て
く
る

朝
霧
二
丁
目
　
　
　
小
　
崎
　
国
　
雄

六六
時
半
今
朝
も
烏か

ら
す

は
ご
出
勤

小
田
ヶ
浦
二
丁
目
　
川
　
畑
　
千
鶴
子

物物
忘
れ
昔
の
こ
と
は
思
い
出
す弥

生
一
丁
目
　
　
　
成
　
重
　
広
　
志

金
子
哲
也
　
選
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遠遠
き
日
を
手
繰
り
寄
せ
も
し
烏
瓜

長
津
二
丁
目
　
　
　
安
　
倍
　
砂
　
子

トト
ロ
箱
の
秋
刀
魚
の
目
玉
生
き
て
を
り

朝
霧
二
丁
目
　
　
　
青
　
木
　
信
　
子

そそ
の
中
に
安
全
帽
の
案
山
子
か
な

通
谷
五
丁
目
　
　
　
後
　
藤
　
欣
　
子

女女
に
は
縫
う
こ
と
あ
り
し
夜
な
べ
か
な

通
谷
一
丁
目
　
　
　
石
　
松
　
梅
　
子

立立
て
札
に
ク
ラ
ス
明
記
し
藷い

も

の
秋

長
津
二
丁
目
　
　
　
松
　
井
　
倭
　
枝

中
間
俳
句
大
会
・
入
選
作
品
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〇日時…２月４日（土）、17日（金）、
23日（木）・午後３時～５時
（前日まで予約受付・受付時
間は月曜日～金曜日の午前９
時～午後５時・定員10人）

〇場所…ハピネスなかま
※４日は緒方弁護士、17日は桑
原弁護士、23日は高橋弁護士の
相談です。

〇日時…２月９日（木）・午前10
時～午後４時（受付は３時まで）
〇場所…ハピネスなかま

〇日時…２月４日（土）、17日（金）・
午後３時～５時
〇場所…ハピネスなかま

〇日時…１月25日（水）・午前９
時～午後４時
〇場所…市役所３階・教科書展示室
「いじめ」、「不登校」など

〇日時…毎月第１～４火曜日・
午後１時～２時…市役所１階
社会福祉課、午後２時30分～
４時…ハピネスなかま

※祝日の場合はお問い合わせを。

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後４時
〇場所…市役所２階経済振興課
・相談室

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後５時
〇場所…市役所３階・相談室
※子どもの養育（しつけ、不登
校、いじめ、養育者の問題な
ど）やＤＶ、

ドメスティックバイオレンス

女性に関するあ
らゆる相談を受けます。

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後５時

〇場所…少年相談センター（働く
婦人の家２階）

無料相談
～気軽にご利用ください～

心配ごと相談

補聴器相談

消費者相談

行政相談

県巡回交通事故相談

家庭相談

悩み・いじめ・教育相談

教育相談

今今今 年年 でで 開開 館館 1100  周周 年年！！
これからもよろしくお願いします

ブラスフェスタinなかま
■１月22日（日） 午後２時開演
大ホール

●お問い合わせは…　なかまハーモニーホール1（２４５）８０００

入場無料 ぜひ、ご一緒に歌いましょう。ミュージック・スクエ
アでの楽しいひとときを夢見て練習がんばっています。

11月ご出演のみなさん

ミュージック・スクエア
出演者募集中
日ごろの練習の成果を発
表する絶好の機会です。

●と　き １月26日（木）・午後６時30分～
●ところ なかまハーモニーホール・

１階ロビー
●出　演 松下文子さん

（ピアノ・ギター／弾き語り）
●曲　目 「知床旅情」

「長い間」 ほか

●チケットの取り扱いは…
●なかまハーモニーホール1093（245）8000 ９時～21時（水曜休館）
●中間市役所本館１Ｆ受付1093（244）1111 ９時～16時（土日祝休み）
●チケットぴあ10570（02）9999 ●ローソンチケット10570（084）008
※中間市役所、チケットぴあ、ローソンチケットでは販売していない券種がございます。
詳しくは、なかまハーモニホールにお問合せください。

前売指定席800円（当日1,000円）
前売自由席500円（当日800円）

小曽根 真プレゼンツ
ノーネームホースィズコンサートツアー2006
■３月４日（土） 午後７時開演
大ホール 【全席指定】一般前売3,000円（当日3,500円）

加藤登紀子コンサート2006
■２月18日（土） 午後７時開演
大ホール

【全席指定】一般前売4,500円（当日5,000円）

倉本裕基ピアノコンサート2006
■１月30日（月） 午後７時開演
大ホール

【全席指定】一般前売3,500円（当日4,000円）

チ ケ ッ ト 好 評 発 売 中

【１月15日発売開始】九州交響楽団演奏会2006
■３月21日（祝） 午後３時開演
大ホール 【全席指定】一般前売3,000円（当日3.500円）

小～大学生1,000円（当日1,500円）

編

室

集

か
ら

▼
昨
年
末
か
ら
雪
が
降
る
な
ど
、

例
年
よ
り
寒
い
冬
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
も
「
広
報
な
か
ま
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
誓
い
を
し
ま
す
。

「
た
ば
こ
と
酒
を
控
え
、
体
重
を

減
ら
す
」（
毎
年
同
じ
）

（
彦
）

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
み
な
さ
ん
が

楽
し
く
読
め
る
広
報
を
作
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
新
）

夕日が映える遠賀川の水面を二羽の水鳥が

泳いでいた。


